
 

平成２９年度第４号（通算９号） 

世田谷区立平和資料館だより 
平成３０年２月１日発行／生活文化部人権・男女共同参画担当課 平和資料館          

第５回企画展のお知らせ 

テーマ 収蔵品展「戦争を伝えるもの」 

―戦時中の新聞・雑誌・日記・手紙―  

今回は、当時の新聞や雑誌、個人の日記や手紙などを紹介します。 

戦争当時の国民がどのような情報を見聞きし、どのような思いで生 

活をしていたのか、また戦争をどのように見ていたのかを知る手が 

かりとなればと思います。現在の状況と比較してみてください。 
      

期  間  平成３０年３月３日（土）～５月６日（日） 

場  所  世田谷区立平和資料館 多目的室 
            

 第４回企画展【収蔵品展「庶民の生活」】開催中 

                
 

 

 

 

 

 

 

 

 四國五郎展 盛況のうちに終了しました 
                         四國五郎展は、昨年１０月の１ヶ月間、平和資料館多目的室 

で開催しました。四國五郎氏はシベリア抑留体験をもつ画家で、 

広島の原爆で肉親をなくされています。また絵本「おこりじぞ 

う」の絵の作者としても知られています。 

今回は、四國五郎氏の絵画、豆日記、戦時中に四國五郎氏が

使用した物品などを展示しました。左の写真は、展示期間中に

開催された女優の木内みどりさん(左)による「おこりじぞう」

の朗読会です。 

＜四國五郎展参観者の感想＞ 

                          

 

 

 

第４回企画展を２月２５日まで開催しています。「戦前・

戦中・戦後の庶民の生活」をテーマに、区民からの寄贈品

を中心に展示しています。 

 

 

世相風刺絵巻、 婦人之友（婦人雑誌）、

火鉢、七輪、炭入れ、 ひょっとこ、火消しつぼ、富山の薬箱 、 

代用品 ( 防衛食、竿ばかりのおもり、 湯たんぽ等)、 

児童の習字、 子どもの服装の絵、   

集団疎開の荷物を入れた行李、 庶民の日常生活の写真 、 

精米の一升瓶（再現品）、電気パン焼き器（再現品） ほか 

 

※
写
真
画
報
掲
載
の
広
告 

昭
和
十
七
年
二
月 

悔しさがエネルギーとなって生きねばと思わせ

たこと、書かねばと思わせたことが胸にせまり

ました。この展示がなければ、四國氏のことを

知らないままにいたと思います。 

戦争のこわさ悲しさが絵を通

し伝わってきました。多くの人

に見てほしいと思いました。 

絵も文もすばらしく、 

貴重な資料でもあり 

感動しました。 

展示品 

 



 

中学校巡回展が終了しました 
中学校巡回展は、太平洋戦争に関するパネルや当時の生活用品・軍事物品などの展 

示を通して、生徒に戦争の悲惨さや平和の尊さについて知り、考える機会を提供する 

ことをねらいとしています。 

１年に９～１０校ずつ、３年間で区立中学校全校を回ります。今年度は右の１０校 

を巡回しました。 

《生徒の感想》 

 

 

 

 

 

 

 
 

 「新録 語り部ＤＶＤ」の紹介 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ 開館時間  午前９時 ～ 午後５時  （入館は午後４時４５分まで） 

□ 入 館 料  無料 
 

□ 休 館 日  毎週火曜日 （火曜日が祝日の場合は翌水曜日） 

年末年始   （１２月２９日～１月３日））                

□ 所 在 地  〒１５４－０００１  東京都世田谷区池尻１－５－２７ 

世田谷公園内 （野球場となり) 

☎ ０３－３４１４－１５３０    FAX ０３－３４１４－１５３２       
 

【３月３日(土)～５月６日(日)】   

企画収蔵品展 第５回「戦争を伝えるもの」 

【５月１２日(土)～７月２２日(日)】 

 企画特別展 「戦前・戦中の代用品」 

【７月２７日(金)～２９日(日)】 

平和映画祭  

【８月～１１月】  

地域巡回展 平和資料館及び北沢・玉川・ 

成城・烏山・世田谷の各地区 

【９月～１２月】  

中学校巡回展 駒沢中 深沢中 玉川中 

       富士中 奥沢中 八幡中 

       東深沢中 駒留中  

       尾山台中 三宿中 

【９月～１１月】    

企画収蔵品展 

 

 

戦争中の人びとの暮らしに興味を持

ちました。悲しいことや辛いことが数

え切れないほどあるのに子どもはお

となしく疎開をし、男性は、国を守る

ために戦争をし、女性は軍人のためた

くさんの労働をしているので、私は、

見ていて悲しくなりました。 

解説プリントの説明がとても分

かりやすく、戦争についてよく知

らなかった私ですが、いつ頃、何

がどのようにして起こったのか

を知ることができました。特に昭

和女子大学が軍事施設跡地だと

いうことに驚きました。 

陳列ケースに並んでいた物が、当時

の状況をよく伝えていました。パネ

ルも説明が分かりやすくなってい

て、戦時中の子どもたちの苦労を知

ることができました。軍事物品など

を実際に触ることができたらいいと

思いました。 

 平成３０年度前半の予定 

太子堂中  桜丘中   

世田谷中 喜多見中   

用賀中  砧南中 砧中 

弦巻中 瀬田中 桜木中 

 

 

 

 

「特攻隊員としての出撃  
海軍少尉兄・廣嶋忠夫について語る」 
語り部 ： 廣嶋文武氏 
特攻隊員として金華山沖で亡くなっ
た兄との交流 、特攻の状況、 
両親の思いなど。 
（平成２９年１１月２日収録） 

「私の被爆体験・広島の原爆」 
語り部 ： 杉野信子氏 
１歳半で被爆した杉野さんが母から

聞いた原爆の被害、世界中にいる被
爆者への思いなど。 
（平成２９年１２月１４日収録） 

 

「私の被爆体験・長崎の原爆」 
語り部 ： 木村徳子氏 
 １０歳で被爆した木村さんが語る被
爆した時の様子や長崎の惨状、子・孫
まで続く放射能被害など。 
（平成２９年１２月１４日収録） 


